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i
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先
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下
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震
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質
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の
応
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議
案
第
三
十
五
号
)
z
i
-
-
:
:
九

自

臼

時員所

次

菊
井
敏
博
君
の
質
疑
、
当
局
の
応
答
ハ

γ
:
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O

石
井
武
敏
君
の
質
疑
、
当
局
の
底
答

{

V

i

i

-

-

}

神
間
、
守
強
君
。
質
疑
、
当
局
。
応
答
ハ

V

・i
・
-
有
国

賓

一

井

一

敏

博

君

@

費

袋

、
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局

@
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申
玄

斑
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務
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部
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、
当
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の
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宇
(
議
案
第
一
二
十
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号
Y
e
t
-
-
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+
主

持
宿
命
ザ
曲
控
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@
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一
蒋
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決
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教経収市、二 、三ニニニ二、一一一一一
済出火 出 鎗昭

脊 盤 入 席 二 ニ 席 。 八 六 四 一 八 六 回二 O 八 六四 一席 山和
部説議 議市五

長長役長明番番員番番番番香番番番番番苦 寺 香番番 員 役十
所四

安 太 長 半 員 藤 石 三山安伊和吉流押渡栗宍石鈴 横神二議年
名 十 場 七

川 沢 田井 口沢賀回目山元辺原 戸 井 木 構 図 2 2 
守十

日

月
曜
日

牛
前
十
時

経功穣治夫幾夫稔

滋
次
郎

勇
治
郎

一

郎

多

朗
徳

願
康

活畠昭一寿益

国

豊 縛 広 良

図

治諜作雄治ー

一一二一一二一一
委散総

主務
官部
長 会 長 役

助

九七五三 O 七五三一九七五三九

番番番番番番番 番番番 番 番番

菊石黒伊近林松吉福網安石五

酒 井 真 弁 井 川 藤藤

番

石関 鈴 tj、

島

港、

原下賞

礼
四
郎

正

己盈

好

雄
幸
太
郎

平

治

武

敏

敏

樽
益

井

輝

倉

和弘雷

木

動治

一
、
出
版
事
話
一
月
成
員

事

務

局

長

高

尾

書

記

兵

藤

書

記

庄

司

て
議
事
日
程

昭
和
五
十
四
年
七
月
三
十
臼
午
前
十
時
閣
議

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
一
一
会
期
の
決
定

ヘ
麓
集
第
三
十
三
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て

一
議
集
第
三
寸
四
号
工
穆
詩
負
繋
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
議
案
第
三
十
五
号
工
事
詩
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て

程
第
一
一
一
〈

一
議
案
第
三
十
ホ
号
エ
事
務
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て

一
議
案
第
一
一
一
十
七
a
q
t
工
事
請
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て

「
議
案
第
三
十
八
号
エ
事
請
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て

恭

徹 - 去最

事
務
署
務
群

青

首

一

記

書

記

国

嶋鈴石

木井

男正昇

会

関

午
前
十
時
三
分
開
会

、仏

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
本
自
の
儲
薦
議
員
数
二
十
七
名
、
と
れ
よ
h
y
昭
和

五
十
国
年
第
二
回
・
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、
立
ち
に
本
自
の
会
議
を
語
き

ま
す
。

議

長

報

告

の

雄 道 男

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
本
臨
時
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百

二
十
一
条
の
規
定

K
よ
る
出
席
要
求
K
対
し
、

h
v
手
一
花

K
配
付
の
と
h
F
h
p
出

席
報
告
が
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
御
了
承
巌
い
ま
す
。

議

案

配

付の

敏

失哲 夫

範

戸 2--



。
構
長
門
石
井
正
意
〉

ーがあ
h
y
ま
し
た
。

一
議
案
並
び

K
説
明
書
を
配
付
い
え
さ
せ
ま
す
@

配
符
漏
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

I
!配
付
損
ね
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
自
の
議
事
は
が
手
元

K
配
付
の
日
程
表
KF'hy行
い
を
す
。

-
た
だ
い
ま
務
長
か
ら
語
集
並
び

K
説
明
書
@
送
付

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

。
議
長
ハ
石
井

す
ι

正
君
〉

日
程
第
一
、
会
嘗
像
署
名
撞
員
の
指
名
を
行
い
安

三
番
譜
員
構
島
憲
治
君
、
二
六
番
欝
員
伊
賀
多
朗
君
、
一
以
上
両
君
を
指
名

い
た
し
を
す
。会

期;

定

の

決

。
議
長
《
石
井
正
君
〉
日
程
第
一
一
、
会
期
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
期
K
っ
き
議
会
運
営
協
護
会
の
意
見
放
本

a
一
白
老
い
ラ

と
と
で
あ
h
p
ま
す
?

hv
諮
h
y
h
た
し
ま
す
。
会
期
を
本
田
一
日
と
定
め
を
ナ
ζ

と
に
御
異
議
あ

h
y
ま
せ
ん
か
。
一ハ

「
異
謹
念
し
」
・
と
呼
ぶ
者
占
e
b〉

。
書
長
《
石
井
正
君
V

郵
異
議
な
し
と
留
め
を
す
。
£
っ
て
会
期
は
本
日

一
日
と
決
定
い
え
し
奮
し
た
。

議

案

上

程

の

。
横
長
門
石
井
正
君
〉
日
程
第
一
一
一
、
議
案
第
三
十
三
号
乃
至
議
案
第
三
十

八
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
語
題
と
い
た
し
ま
す
。
‘

提

案

理

由

の

説

明

。
議
長
ハ
石
井

す。

と
れ
主
h
y
各
議
案
の
提
案
理
鳴
の
説
明
を
求
め
ま

正
君
〉

〈
市
長
半
沢
良
一
一
沼
登
壇
)

む
市
長
ハ
半
沢
良
一
一
若
〉
暑
さ
厳
し
い
折
、
急
建
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
を

招
集
い
え
し
ま
し
た
と
と
る
、
議
員
の
皆
様
方

κhsか
れ
ま
じ
て
は
郵
多
忙

の
中
を
御
山
出
席
揚
b
、
ま
と
と
K
あ
h
p
が
と
う
存
じ
ま
す
。

今
回
、
急
施
を
要
す
る
案
件
と
し
て
御
一
審
議
を
か
旗
い
い
え
し
ま
す
案
件

は
、
去
る
七
月
二
十
一
一
一

aに
そ
れ
ぞ
れ
猪
名
業
者
十
社
を
も
っ
て
猪
名
競
争

入
札
を
執
行
し
た
工
事
請
負
契
約
の
締
結
K
係
る
も
の
六
件
で
ど
ざ
い
愛
す
。

ま
ず
、
議
案
第
三
十
三
号
の
工
事
詩
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て
御
説
明
由
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
西
岬
中
学
校
防
音
改
築
工
事
K
係
る
猪
名
競
争
入
札
の
結
果
、
富

士
土
建
徐
式
会
社
が
こ
龍
λ
千
六
百
万
円
を
も
っ
て
落
札
し
ま
し
た
の
で
、
一

同
社
と
工
事
請
負
契
約
の
蹄
結
を
し
£
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
。

工
事
内
容
と
し
を
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
二
千
百
二
十

一
了
ニ

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
教
室
七
室
、
特
別
教
塗
大
室
、
ー
管
理
韓
同
室

玄
室
を
謹
蛇
飛
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
二
月
二
十
九
自
ま
で
と

す
る
も
の
で
あ
多
安
す
。

衣
夜
、
聾
案
第
三
十
四
号

φ
工
事
韓
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

文
部
省
捕
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
神
戸
小
学
校
校
舎
及
び
神
戸
幼
義
国

間
舎
改
築
工
事
に
係
る
猪
名
麓
争
入
札
の
結
果
、
一
株
式
会
社
石
井
工
務
庖
が

二
億
二
千
二
百
六
十
八
万
mm
を
も
っ
て
落
札
し
暗
ま
し
た
の
で
、
同
社
と
工
事

戸 5-



請
負
契
約
の
締
結
を
L
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
。

工
事
内
容
と
じ
ま
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
級
官
、
小
学
校
校
舎

九
百
五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
幼
稚
園
間
会
一
一
一
吉
八
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、

合
計
千
三
百
四
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
、
既
存
校
舎
の
便
所
改
築
分
八

十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
小
学
校
特
別
教
室
六
室
、
幼
稚
園
保
育
室
三
室
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
一
室
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
こ
月
二
十

九
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
る
h
y
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
一
一
一
十
五
号
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

文
部
省
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
第
一
一
一
中
学
校
校
舎
新
築
工
事
K
係
る

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
が
七
億
三
千
三
百
万
円
を
も

っ
て
落
札
し
ま
し
た
の
で
、
同
社
と
工
事
詩
負
契
約
の
締
結
を
し
主
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

工
事
内
容
と
し
ま
し
で
は
、

9
8
ま
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
鉄
骨
耐
火
造
三
階

建
、
五
千
六
百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
教
室
十
八
室
、
特
別
教
室
十

四
護
、
管
理
一
語
蜜
大
室
を
建
築
L
聖
晶
表
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
五
月

十
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

次
W

仏
、
議
案
第
一
二
十
六
号
の
工
事
輪
開
負
契
約
の
締
法
に
つ

w
て
御
説
明
白
申

し
上
げ
ま
す
。

那
古
市
営
住
宅
建
替
工
事
K
係
る
指
名
競
争
入
札
K
沿
い
て
落
札
K
至
タ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
最
低
む
億
絡
を
も
っ
て
入
札
し
た
者
か
ら
見
積
書
を

徴
し
先
結
集
、
一
億
一
千
三
事
七
十
万
符
を
も
っ
て
、
渡
辺
建
設
徐
式
会
社

と
櫨
意
契
約
K
よ
h
y
工
事
欝
負
契
約
の
締
結
を
し
主
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
p

ま
す
P

工
事
内
容
と
し
晶
寂
し
て
は
、
鉄
筋
ヨ
シ
タ
リ
I
ト
四
階
建
、
千
九
十
回
・

λ
0平
方
メ
ー
ト
ル
、
第
一
一
種
住
宅
十
六
戸
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

工
期
を
翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
る

b
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
一
一
一
十
七
号
の
ヱ
事
請
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て
御
説
明
、
由
申

し
上
げ
ま
す
。

国
民
宿
舎
建
設
工
事
に
係
る
指
名
競
争
入
札
k
b
い
て
落
札
K
歪
h
y
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
最
低
の
鏑
格
を
も
っ
て
入
札
し
た
者
か
ら
見
積
書
を
徴
し

た
結
呆
、
二
億
五
千
六
百
万
円
を
も
っ
て
、
株
式
会
社
計
工
務
腐
と
随
意
契

約
K
よ
h
y
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
・

工
事
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
1
a
F
二
階
建
、
一
穂
三
簡
建
、

二
千
五
百
五
十
七
・
三
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル
~
客
室
三
十
室
、
大
広
間
一
問
、

食
堂
一
室
、
会
議
室
四
蜜
を
傍
え
、
↑
宿
槙
定
員
百
四
十
一
人
収
容
で
き
る
近

代
指
設
と
し
て
建
築
し
ま
う
と
す
る
も
の
で
、
一
工
期
を
翌
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
主
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

次
夜
、
議
案
第
三
十
八
号
。
工
事
請
負
契
約
の
輔
結
に
つ
い
て
郵
説
明
曲
申

し
上
げ
ま
す
。

国
民
宿
舎
建
設
、
空
調
冒
給
鋳
氷
衛
生
還
橋
工
事
に
係
る
指
名
欝
争
λ
託

。
結
果
、
一
一
一
議
一
設
脅
主
業
株
式
会
社
が
允
千
八
百
五
十
芳
情
を
も
っ
て
落
札

し
ま
し
た
の
で
、
開
設
と
工
事
請
負
契
約
@
締
結
を
む
£
う
と
す
る
も
の
で

あ

タ

ま

ず

。

一

一

、

一

=
F

工
事
内
容
と
し
岳
志
し
て
は
、
本
体
施
設
工
寧
舵
付
帯
す
る
空
調
及
び
絵
揚

水
衛
生
設
備
工
事
を
実
絡
し
r-
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
三
月
三
十

一
民
ま
で
と
す
る
も
の
で
る
タ
ま
す
。

以
上
、
提
案
理
由
K
つ
い
て
御
説
境
画
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
h
ず
れ
む
案

件
も
急
施
を
要
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
慎
重
念
る
御
審
議
を

賜
タ
ま
す
よ
う
会
願
い
由
申
し
上
げ
、
提
案
理
由
の
説
明
を
轄
h
y
-
ま
す
。

/
/
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イ 予ー τ 〕 一

質

疑

、応

J 答

ノ

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
一
と
れ
よ
h
y
各
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
議
案
第
三
十
三
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
御
質
経
顧
い
ま

す。
。
一
番
ハ
神
田
守
隆
君
V

、
議
案
第
一
一
一
十
三
号
k
n
d
h
p
て
質
問
い
え
し
ま
す
。

頭
岬
中
学
校
の
蹄
膏
改
築
工
事
に
あ
た
っ
宏
一
一
、
最
近
建
築
資
材
の
暴
態
と

い
う
と
と
が
頴
警
に
4
9
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
ナ
け
れ
ど
も
、
一
石
油
の
一
得
櫨

上
げ
と
い
う
中
で
引
き
続
き
暴
騰
が
十
分
考
え
ら
一
れ
る
ξ
い
う
よ
う
念
事
態

K
置
か
れ
て
知
る
と
一
一
h
う
ふ
う

κ認
識
し
て
診
る
わ
け
で
す
が
、
予
定
価
格

の
見
積
も
h
y
k
b
い
で
と
う
し
た
事
情
が
十
分
考
露
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か。

F

一

そ
れ
と
の
関
連
が
す
る
問
題
で
あ
タ
ま
す
が
、
工
事
が
建
築
資
材
等
の
暴

勝

K
よ
っ
て
手
法
き
が
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
念
事
態
が
起
き
て
、
エ
事
が
終

っ
た
あ
と
で
問
題
が
起
き
る
と
い
ラ
£
ラ
念
場
合

K
備
え
て
、
理
疲
担
保
と

い
う
之
と
で
契
約
の
中
に
う
た
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
さ
も
、
そ
の

期
間
と
い
う
も
の
拡
何
年
と
い
う
ふ
う
に
ラ
え
っ
て
あ
る
の
か
。

ζ

の
と
と

K
つ
い
て
質
問
い
え
し
を
す
。

。
総
務
部
長
ハ
鈴
木
弘
道
君
》
ま
ず
第
一
点
金
額
籍
の
関
係
一
で
ど
ざ
い
ま
す

ヤ
け
れ
ど
も
、
設
計
K
あ
た
h
y
ま
し
て
は
3

最
近
の
物
領
動
向
等
を
考
捜
し
て

設
罰
金
額
等
を
決
定
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。

v

そ
れ
と
、
第
二
点
自
の
憲
庇
担
保
で
ど
一
ざ
い
ま
す
け
れ
ぎ
も
、
建
設
主
事

の
請
負
契
約
書
の
中
K
理
統
担
保
の
項
旦
が
一
環
ご
ざ
い
w
ま
し
て
、
い
わ
ゆ

る
引
き
穫
し
を
受
け
ま
し
て
か
ら
鉄
筋
K
つ
い
て
は
二
年
間
、
木
造
に
つ
で
い

て
は
一
年
間
の
期
援
を
付
し
占
ま
し
て
、
理
統
担
保
の
条
項
が
明
記
し
て
ど
ぎ

い
ま
す
一
。

O

}
番
〈
神
田
守
隆
君
〉
わ
か
h
y
ま
し
た
。
物
舗
の
動
向
を
十
分
考
慮
し
た

中
で
考
え
ら
九
る
と
同
う
こ
と
で
す
の
で
、
二
年
間
と
い
う
ζ

と
で
、
非
常

に
短
か
い
と
い
う
と
と
で
不
満
を
感
じ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
点
K
つ
い
て
は

了
承
い
え
し
ま
す
。

蕗
縛
中
学
の
、
統
合
計
画
で
は
五
十
六
牟
度
に
統
合
さ
れ
て
、
適
時
中
学

は
塵
枝
vh
念
る
と
い
う
中
学
の
統
合
問
題
K
あ
た
っ
て
の
説
明
を
受
げ
て
い

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
校
舎
を
改
築
し
て
す
ぐ
本
当
(
に
計
画
ど
h
f
h
y
統
合
一

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
住
民
感
惨
と
し
て
は
新
し
〈
し
た
ば
か
h
p
@
枝
A
穏

な
わ
け
で
す
か
ら
、
引
き
続
き
も
つ
L
C
子
供
た
ち
に
し
俊
わ
せ
て
る
げ
た
い
と

い
う
の
が
索
藍
念
気
持
ち
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
九
そ
の
へ
ん
~
に
つ

い
て
商
騨
申
学
の
統
合
ほ
計
蕗
ど
b

s

k
進
む
の
か
ど
う
か
e
ぞ
と
ら
へ
一
ん

に
つ
い
て
の
費
簡
を
い
た
し
ま
す
。

。
教
育
長
ハ
安
路
豊
作
震
V

一
西
陣
中
学
を
建
て
て
、
韓
合
箭
麗
が
あ
る
ん
だ

け
れ
ど
も
そ
れ
が
ラ
ぎ
主
い
て
の
か
、
、
ζ

う
い
う
と
と
で
す
が
、
郵
質
問
。

よ
き
夜
立
派
左
校
舎
が
建
っ
と
そ
@
ま
ま
そ
と
vh
入
っ
て
い
た
い
と
h
a
J人

間
る
濯
も
あ
る
ラ
か
と
思
い
ま
す
が
、
穏
邸
中
学
@
建
築
と
現
雀
二
中
が
完

成
し
て
公
益
ま
す
建
物
と
は
、
-
縫
と
ん
ど
一
同
じ
ぷ
A
J
設
構
造
、
守
由
来
で
あ
る

と、、
F

と
多
い
う
ふ
う
に
観
察
し
て
h
g
b
y
ま
す
。
そ
れ
か
ら
先
だ
っ
て
も
酋
岬

地
区
の
主
左
し
て
区
援
さ
ん
方
と
金
揺
し
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
一
、
一
い
ま
の
見

通
し
で
は
、
麓
一
合
に
つ
い
て
時
弘
一
努
ム
る
い
克
遜
し
だ
と
愁
ど
も
は
〈
ん
で

b
b

ま
す
@
ノ

J

シ

O

一
番
《
弛
何
回
守
龍
一
君
》
雄
元
治
了
解
と
h
う
形
で
話
が
進
ん
で
が
る
と
い

う
と
と
で
ー
そ
う
い
う
と
と
で
理
解
し
て

e

之
る
し
い
わ
け
で
す
ね
。

。
教
脊
長
ハ
安
田
豊
作
君
〉
一
そ
の

f

と
h
v
h
y
で
す
。

!""'s ..... 



。
一
番
〈
神
国
守
擁
君
V

そ
う
す
る
と
、
校
舎
が
五
十
六
年
度
以
降
廃
校
と

い
う
と
と
K
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常
K
む
だ
に
念
る
ん
で
は
念
い
か
と

い
う
危
慌
が
出
て
〈
る
わ
け
左
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

K
つ
い
て
の
考
え

が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
会
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
c

o
教
育
長
(
安
田
豊
作
君
)
そ
の
あ
と
は
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
う
と
い

う
と
と
で
、
こ
れ
も
中
学
の
統
合
と
並
行
し
て
地
元
と
話
し
合
い
引
を
進
め
て

ι
M
h
y
ま
す
。

。
一
番
(
神
白
守
幾
君
)
先
ほ
ど
伺
っ
た
の
は
、
中
学
の
統
合
K
つ
い
て
地

元
の
了
解
を
得
る
方
向
で
進
め
て
い
る
と
い
う
ん
で
す
が
、
小
学
授
の
問
題

も
含
め
て
と
い
う
乙
と
で
先
ほ
ど
の
御
答
弁
あ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ
高
j
h
a
j

意
味
で
す
か
。

。
教
育
長
ハ
安
国
製
作
君
〉
そ
の
と
b
h
y
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
他
K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

。
二

0
4骨
〈
石
井
武
敏
君
〉
議
案
第
三
十
三
号
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
さ
し
て
郵
質
問
を
い
た
し
た
い
と
思
い
を
す
。

と
れ
ば
麗
岬
中
学
校
の
防
音
校
舎
の
改
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
で
ど
ざ

い
ま
す
。
西
岬
中
学
校
は
昭
和
二
十
五
年
に
中
学
校
と
し
て
独
立
し
て
い
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
西
岬
中
学
校
校
舎
の
改
築
は
昭
和
三
十
二
年
、

三
十
九
年
、
四
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
よ
ラ
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
た
び
茜
岬
中
学
校
@
防
音
改
築
工
事
の
締
結
の
語
祭
出
て
か
b
y
を
す
が
、

と
れ

K
関
連
し
ま
し
て
今
回
の
議
案
の
資
料
を
見
ま
す
と
、
訪
膏
校
舎
の
場

合
と
文
部
省
補
助
に
よ
る
校
舎
の
建
築
、
改
築
、
そ
の
こ
通
h
p
臨して

b
bま

す
の
で
、
そ
の
遠
い

K
つ
い
て
私
は
御
質
問
い
た
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
ど

ざ
い
ま
す
@

と
の
西
陣
中
学
校
は
防
音
校
舎
と
い
う
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
文

部
省
補
助
K
よ
る
按
舎
の
建
一
置
と
比
岐
し
た
場
合
唯
雄
元
。
、
市
と
し
て
@

負
担
は
ど
ち
ら
が
騒
い
か
、
ま
た
実
際
の
教
育

6
百
聞

κhfき
ま
し
て
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
差

K
怠
っ
て
生
じ
て
〈
る
か
質
問
を
し
た
い
わ
け
で
す
。

ま
ず
、
西
部
中
学
校
の
場
合
は
、
現
有
面
積
は
千
四
百
九
十
一
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
ラ
と
息
わ
れ
を
す
。
防
音
校
舎
の
補
助
率
は
現
有
面
積
の
三
分

の
二
、
そ
れ
と
肪
音
と
し
n
a
J
趣
旨
か
ら
枝
舎
に
取
h
p
付
け
る
す
べ
て
の
サ
ッ

シ

K
つ
い
て
は
一

O
O
Mの
補
助
、
そ
の
他
を
市
で
も
っ
と
い
う
と
と
に
念

っ
て
い
る
と
患
い
ま
す
が
、
文
部
省
の
補
助
の
場
合
を
見
て
み
ま
す
と
、
あ

〈
を
で
も
基
本
と
し
て
は
校
舎
の
基
準
高
値
慣
か
ら
割
h
p
出
し
て
い
る
補
助
で

ど
ざ
い
ま
す
@
亡
。
基
準
高
積
は
学
級

d

数

K
対
し
て
の
面
積
、
あ
る
い
は
学

章
一
人
に
対
し
て
の
最
低
必
要
と
思
わ
れ
る
面
積
、
ぞ
と
か
ら
割
・
9
備
し
て

い
る
£
う
で
ど
ざ
い
を
す
。
文
部
省
補
助
の
場
合
の
基
議
面
積

K
対
し
て
不

足
し
て
い
る
と
と
ろ
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
、
ま
た
稜
舎
の
危
険
面
積
に

対
し
て
は
三
分
の
一
を
補
助
す
る
と
い
う
£
品
J
V
作
者
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
あ
と
か
ら
出
て
〈
る
神
戸
小
学
授
の
倒
は
文
相
野
舎
の
補
助
別
で
あ
る
う
と

思
わ
れ
ま
す
。
と
の
こ
通
h
y
の
枝
舎
の
撞
て
方

K
つ
き
ま
し
て
、
あ
る
い
は

教
育
と
い
う
蕗
か
ら
ど
の
よ
う
ま
見
解
を
も
っ
て
か
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
基

本
的
攻
そ
の
姿
勢

K
つ
い
て
h
g

尋
ね
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
教
育
長
A

安
図
画
定
作
君
〉
文
部
省
補
助
と
防
衛
庁
の
補
助
と
の
取
h
p
入
れ

の
基
本
的
衣
姿
勢
K
つ
い
て
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

大
変
詳
し
〈
研
究
さ
れ
て
か
る
主
う
で
す
が
、
大
体
い
を
御
質
問
の
中
で

指
摘
し
て
い
た
だ
h
た
と
が
・
9
だ
と
患
い
さ
す
が
、
端
的
w
科
書
つ
で
防
音
稜

舎
の
ほ
う
が
市
と

L
て
は
得
だ
、
そ
れ
か
ら
利
用
の
蕗
で
は
大
じ
て
再
審
と

も
差
拡
念
〈
つ
〈
れ
る
、
強
い
て
雷
え
ば
、
防
音
複
合
の
ほ
う
は
空
調
が
入
る

欄・ 6 申



定
時
り
む
し
ろ
官
官
精
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
ま
す
。
と
い
う
と
ξ
は、

紡
音
校
舎
の
場
合
は
現
有
穏
積

κ限
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
建
て
る
と
き
に

は
文
部
省
基
準
に
郎

L
て
そ
の
学
校
の
面
積
を
割
h
y
出
し
ま
す
。
そ
の
中
の

現
有
面
積
分
の
七
五
克
で
す
、
補
助
惑
は
・
と
れ
は
実
施
個
格
と
い
い
ま
す

か
、
実
際
建
築
す
る
備
務
の
七
五
u
n
、
と
う
い
う
と
と

K
な
り
を
す
。
そ
れ

か
ら
文
部
省
の
ほ
う
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
学
校
の
基
準
麗
積
を
建
築
す
る
わ
け

で
す
け
れ

εも
、
そ
の
基
準
函
穫
に
付
し
4
t
基
議
単
価
と
い
う
も
の
が
あ
h
y

ま
す
。
そ
の
へ
碁
埠
単
髄
が
最
近
は
よ
〈
念
h
p
ま
し
た
け
れ
ど
も
必
ず
し
も
現

在
の
実
施
単
錨
に
び
か
え
h
y
と
い
う
と
と
は
む
ず
か
し
い
状
態
で
ど
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
の
葱
準
単
舗
が
危
験
改
築
の
場
合
は
三
分
。
て
そ
れ
か
ら
不

足
の
場
合
、
不
足
c
a
n
だ
け
が
二
分
の
-
の
楊
助
と
い
う
ζ

と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
・
そ
う
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
防
音
の
低
う
が
私
は
有
利

K
建

築
が
進
む
と
い
う
ふ
う
に
考
之
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
防
音
@
補
助
の

も
ら
-
え
る
範
囲
と
い
う
と
と
が
限
ら
れ
て
h
v
h
y
ま
す
の
で
、
そ
の
範
囲
に
醸

定
さ
れ
る
ん
だ
。
さ
ら

K
付
け
加
え
る
念
ら
ば
、
西
岬
中
の
植
物
合
ば
先
ほ
ど

質
問
@
中
で
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

K
、
四
十
四
年
で
す
か
、
新
し
h
の

が
建
っ
た
、
と
れ
は
ま
だ
危
験
校
舎

K
念
っ
て
h
F
h
y
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

文
部
省
の
補
助
で
は
建
て
ら
れ
念
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
合

K
、
紡
音
控
舎

の
場
合

K
全
面
的

K
改
築
が
で
き
る
、
と
う
い
う
よ
高
J
k
b
考
え
い
た
だ
け

れ
ば
・
・
・
・
6

0

ニ
O
番
〈
石
井
武
敏
君
〉
た
だ
い
ま
@
御
説
明
で
、
文
鶴
省
補
助
と
防
音

校
舎
の
場
合
は
防
音
校
舎
で
建
築
し
た
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
と
い
ラ
説
明
が

あ
多
ま
し
た
。
と
れ
は
そ
う
す
る
と
、
一
平
米
大
体
ど
の
程
度
の
差
が
あ
る

の
か
、
御
説
明
で
き
れ
ば
h
F
車
h
い
た
し
た
い
と
患
い
を
す
@

。
教
育
長
門
安
図
画
定
作
君
〉
ち
主
っ
と
そ
と
の
と
と
ろ
は
、
い
会
と
と
で
費

創
刊
が
あ
h
p
ま
せ
ん
の
で
、
あ
と
で
資
料
を
取
h
y
寄
せ
て
会
答
え
い
た
し
ま
す
。

。
二

O
香
ハ
石
井
武
敏
君
〉
い
ま
の
質
問
舵
っ
き
愛
し
で
は
、
@
ち
怯

E
資

料
を
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
生
徒

K
必
要
念
萎
拳
面
積
、
と
れ
は
小
学
校
、
中
学
校
K
あ

っ
て
は
『
人

K
っ
き
十
叩
・
玄
三
平
方
メ

E
a
F
ル
だ
と
い
う
怠
念
忠
文
務
省

。
ほ
う
か
ら
混
定
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
，
が
、
そ
の
基
晶
早
か
ら
い
ぐ
と
、

と
の
西
岬
中
学
校
は
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
、
御
説
明
顕
い
た
い
と
患
い
ま

す
、
と
れ
か
ら
建
て
る
膏
岬
中
。

。
教
育
長
〈
安
宿
豊
作
君
〉
さ
っ
き
由
干
し
主
げ
ま
し
た
よ
う

K
、
建
築
@
補

助
の
函
積
と
い
う
よ
h
y
は
、
利
用
の
生
徒
獄
、
、
学
緩
散
を
も
と
世
界
進
単
寓
積

と
い
い
ま
す
か
、
利
用
。
面
積
を
割
h
y
出
し
て
、
そ
れ
を
も
と
V
作
曲
層
集
を
進

め
て
お
h
y
ま
ず
か
ら
、
西
岬
中
学
の
場
合
も
十
分
と
皐
』
円
安
官
。
i

。
ニ

O
番
(
石
井
武
敏
君
〉
そ
う
し
ま
す
と
、
学
録
数
は
幾
つ
で
す
か
。

。
教
育
長
〈
安
田
豊
作
君
)
西
部
中
学
の
場
合
は
、
普
通
学
級
豆
、
特
殊
学

級
一
、
六
学
級
で
ど
ざ
い
を
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
の
義
準
単
鏑
で
ど
ざ
い
を
歩
が
、
文
務
省
建
築
の
場

合
が
、
と
れ
は
文
相
野
省
型
車
じ
て
h
る
義
傘
単
価
が
一
十
五
五
千
八
百
円
、
一

平
米
当
た
-99
そ
れ
か
ら
防
音
校
舎
の
場
合
は
十
一
一
一
万
四
千
円
で
ど
ざ
い
ま

す。

-1-

。
ニ

O
番
(
石
井
武
敏
君
〉
た
だ
い
ま
六
学
級
の
寵
携
が
あ
タ
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
中
学
校
の
場
合
大
学
級
か
ら
十
一
一
学
級
さ
で
は
こ
千
百
六
十
三
平
米

プ
ラ
ス
二
百
六
十
六
乎
米
で
は
老
い
か
と
患
い
ま
す
が
、
そ
ラ
し
ま
す
と
、

基
準

K
遣
し
て
が
る
も
の
で
し
主
う
か
。

。
教
育
長
〈
安
田
曲
家
一
作
意
〉
醤
陣
中
@
場
合
蚊
遣
L
て
h
g
h
y
をみ
p
e

生
徒
数

で
は
念
〈
て
学
語
教
の

g
a
J
K私
は
患
っ
て
b
h
y
ま
す
が
、
細
か
い
計
算
は



¥、

と
と
で
拭
ち
ょ
っ
と
あ
れ
で
す
が
・
・
:
。

。
ニ

O
番
〈
石
井
武
敏
君
〉
そ
れ
で
は
と
の
質
問
段
、
い
を
の
関
係
は
打
ち

切
h
y
ま
す
。

特
溺
教
室
に
つ
h
て
ち
ょ
一
ヲ
と
調
質
問
h
た
し
た
い
と
患
い
を
す
。
と
れ

は
特
別
教
室
が
大
室
、
そ
れ
か
ら
管
理
諸
蜜
五
室
、

ζ
う
念
っ
て
か
h
y
ま
す

が
、
一
と
の
特
別
教
室
の
中
に
は
何
が
ど
ざ
い
ま
す
か
。
中
学
校
で
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
特
別
教
室
で
は
理
科
教
室
、
音
楽
教
室
、
投
翁
教
室
、
発

街
教
塗
、
家
庭
教
室
、
職
業
教
室
、
視
聴
覚
教
室
、
国
書
室
、
、
特
別
活
動
室
、

教
育
相
験
室
と
い
う
ま
う
に
念
っ
て
い
る
と
患
い
を
す
が
、
と
の
へ
ん
の
関

係
を
御
説
明
厭
い
た
い
と
思
い
ま
ナ
。

。
教
脊
長
〈
安
回
豊
作
君
〉
一
普
通
教
室
七
の
ほ
か
に
接
指
隻
為
圏
書
室
、
~
理

科
室
、
家
庭
科
室
、
美
術
室
、
音
楽
室
一
の
大
教
室
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
夜
保
健
室
、
、
放
送
室
、
用
務
員
室
、
職
員
袋
、
校
長
室
、
と
う
い
う
と
と

で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
ニ

O
番
〈
石
井
武
敏
君
〉
酷
職
員
室
と
校
長
簿
一
段
特
期
教
室

K
入
ら
老
い
と

患
う
ん
で
す
が
?
い
ま
御
説
明
あ
お
y
ま
し
た
理
科
、
音
楽
、
美
鋳
、
技
術
、

曲
家
襲
、
密
書

1
1文
部
省
の
ほ
う
か
ら
指
定
し
て
い
る
基
準
必
特
周
教
室
の
‘

六
教
室
で
ど
ざ
い
設
す
が
、
と
れ
ら
の
教
室
を
つ
ぐ
タ
ま
し
て
、
そ
れ
K
関

す
る
教
育
資
材
を
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
b
考
え
で
あ
る
の
か
。

。
教
育
長
ハ
安
田
豊
作
君
)
教
室
を
建
て
て
も
喰
の
机
一
等
が
い
ま
ま
で
か
念

h
y
不
備
だ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
ナ
。
昨
年
の
追
加
予
算
で
念
願
u
n
h
え
し

き
し
て
、
一
二
年
計
画
と
い
う
よ
h
p
も
一
一
一
国
針
蘭
で
特
尉
教
室
を
全
部
充
実
す

る
考
え
で
、
第
二
圏
自
を
現
窪
整
備
中
で
ど
ぎ
h
ま
ナ
。
来
年
度
@
当
初
予

算
に
金
額
い
す
る
と
、
、
市
内
の
小
1

中
学
校
の
梼
尉
教
室
一
は
全
部
完
備
す
る

予
定
で
現
在
進
め
て
h
v
h
y
ま
す
。
現
在
は
い
ろ
い
ろ
念
秘
や
怠
ん
か
の
寄
せ

集
は
の
で

t
fと
い
う
と
語
弊
が
る
多
ま
す
が
、
現
用
し
て
、
一
一
活
用
し
士
一
hpる

と
い
多
段
階
が
ア
部
に
あ
タ
ま
す
け
れ
ど

sktを
多
h
a
J考
え
引
で
充
実
を
館
、

?
で
h
F

多
言
す
。

O

二
G
番
内
石
井
武
敏
君
V

費
皿
震
と
干
し
で
は
と
れ
で
持
ち
切
h
y
を
す
が
、
一
語

案
。
基
本
的
走
資
料
ど
い
at
も
の
、
た
と
え
躍
学
校
。
義
挙
荷
積
v
h
対
じ
て

碑
名
で
幾
ら
干
学
綾
散
で
何
平
米
必
要
だ
と
い
李
基
本
的
念
資
料
は
、
議
会

の
答
弁
の
中
に
は
ス
ム
ー
ズ
花
街
る
£
う
に
配
車
し
て
い
た
だ
き
え
い
と
患

い
ま
す
。
糞
援
を
終
h
F
4
z
ナ
也
、

。
一
番
ハ
神
田
守
睦
君
w

入
札
の
と
と
v
h
つ
い
て
か
描
商
い
し
た
い
と
患
い
を

す
け
れ
ど
も
、
富
士
主
建
し
が
藩
稔

ιて
h
る
と
h
&
t
b
醤
で
す
が
‘
入
札
伎

一
一
一
麗
符
っ
た
と
h
w
a
J
C
と
で
す
が
、
各
箇
の
最
低
の
穏
絡
を
入
れ
た
入
札
者

と
uw
多
の
は
富
士
一
主
繕
き
ん
で
す
か
。

。
掠
務
部
長
門
一
鈴
木
車
道
君
〉
蕗
岬
中
学
技
の
入
札
一
区
闘
し
ま
し
て
は
、
二

回
一
一
入
札
が
行
わ
れ
た
わ
げ
で
ど
ざ
い
ま

L
て
、
柿
ず
れ
も
富
士
土
建
が
最
盤

僑
抽
帽
一
と
い
晶
J

と
と
で
ご
ざ
h
ま
す
。

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
他
W
R
御
費
援
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
・

1
1御
費
盛
一
変

し
ξ
罷
め
ま
す
。
£
っ
て
質
疑
を
終
h
p
ま
す
e

-8時

委
員
会
付
託
む
省
略

ι

。
議
長
内
石
井
正
君
v
-
b
諮
h
y
い
た
じ
安
す
・

本
案
を
委
員
会
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
、
重
ち
に
採
決
す
る
と
と
に
侮

異
議
あ
タ
ま
せ
ん
か
e
-

一
ハ
「
英
語
念
じ
」
と
呼
ぶ
者
占
e
h
y
〉

。
議
長
ハ
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
龍
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
hw
た
し

ま
し
た
。
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採

決

。
議
長
{
石
井
一
正
君
)
会
議
h
y
い
え
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
、
h
g
h
p
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
b
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

一一

。
議
長
ハ
石
井
正
意
》
御
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案

E
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質

応

答

華を

。
謹
長
〈
石
一
井
正
君
》

J

次
、
議
案
第
三
十
四
号
工
事
欝
負
襲
約
の
締
結
K

つ
い
て
の
郵
質
疑
を
願
い
ま
す
e

。
一
番
ハ
神
国
守
騒
君
〉
閉
じ
〈
、
い
ま
質
問
い
え
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

入
札
の
回
数
と
各
屈
の
最
低
む
鑑
を
つ
け
ら
れ
た
業
者
が
石
井
工
務
搭
き
ん

で
あ
る
か
ど
う
か
。

。
総
務
部
長
一
〈
鈴
木
弘
道
君
〉
入
札
回
数
は
三
回
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
い
ず

れ
も
石
井
工
務
庖
が
最
低
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

。
議
長
{
石
井
正
君
}
他
K
郵
質
襲
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i梅
賓
疑
念

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
費
皿
艇
を
終
h
y
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉

h
g
轄
h
y
い
え
し
ま
す
。
本
案
を
委
員
会
付
託
並
び

に
討
論
を
省
略
、
直
t
p
k
採
決
す
る
と
と

K
調
異
議
あ
b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
〈
石
井
正
倉
}
郵
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。
£
っ
て
決
定
い
え
し

ま
し
表
。

採

決

。
議
長
(
石
井
正
君
v

h

u

諮・
9
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
E
b
h
y
可
決
一
ず
る
v
h
調
異
議
あ
h
p
ま
せ
ん
か
・

円
「
異
議
定
し
」
と
呼
ぶ
者

b
・9
〉

。
議
長
〈
石
井
正
君
》
調
異
議
一
悲
し
と
罷
め
ま
す
@
よ
っ
て
本
案
は
原
案

の
と
h
g
h
p
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質

疑

答

応

。
議
長
〈
石
井
一
正
君
)
次
い
で
、
一
議
案
第
三
一
一
十
五
号
工
事
諦
負
契
約
合
蹄

結
K
つ
い
て
の
郵
費
援
を
顕
い
ま
す
。

〆

O
九
番
〈
松
下
正
己
君
}
記
一
宇
統
合

K
つ
い
て
@
議
案
第
三
十
五
号
花
つ
加

て
ち
ー
っ
と
一
会
尋
ね
h
史
し
ま
す
。

一
戸
一
中
統
合

K
つ
h
て
非
常
wh
小
ま
↑
め
念
話
し
合
い
引
を
各
地
区
で
念
さ
っ
て

な
る
よ
う
で
ど
ざ
h
ま
す
が
、
そ
の
説
明
会
の
中
で
教
育
長
さ
ん
は
五
十
五

奪
回
一
月
一
日

K
拡
ニ
申
JK
ま
ざ
る
と
も
劣
ゐ
念
い
も
の
を
撞
殺
し
、
鋳
さ
ん

の
h
F
子
窓
設
が
よ
タ
勉
強
し
や
す
い
豪
境
づ
〈
h
y
k
万
全
を
期
し
た
い
と
説

明
し
て
h
s
h
y
ま
す
が
!
と
と
に
「
工
期
を
翌
年
五
月
十
日
ま
で
と
す
る
」
と

い
う
と
と
で
す
と
ベ
工
事
J

帯
夜
生
徒
を
通
学
さ
せ
る
と
い
う
と
&
で
す
か
、

一
そ
の
一
点
K
つ
い
て
。

。
教
書
宵
底
捜
〈
安
図
章
特
君
〉
工
期
が
説
明
命
ゆ
で
玄
月
十
g
k
念
っ
て

b
b

ま
ナ
が
、
入
学
法
一
組
月
六
日
で
ど
ざ
い
ま
す
@
で
、
調
蓑
閣
を
金
持
ち
か
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
る
い
ろ
県
草
び
文
部
省
V

料
、
潤
し
て
一
括
建
築
の
と

と
で
康
情
も
い
た
し
を
し
表
。
そ
れ
か
ら
郵
質
問
の
由
T
K
あ
っ
た
よ
う
区
、
一

地
区
を
回
る
と
銃
合
す
る
晶
枯
ら
ほ
一
緒
K
入
る
ξ
い
う
と
と
が
最
大
@
条
件

明?ー



の
よ
う
K
開
き
ま
し
た
の
で
、
と
の
点
を
強
〈
要
望
い
え
し
ま
し
た
け
れ
ど

ー
も
、
結
論
と
し
愛
し
て
補
助
金
は
玄
十
四
墜
度
戸
軍
十
五
年
産
で
二
年
K
わ

た
っ
て
備
す
、
し
か
し
建
築
拡
入
学
K
間
に
合
う
よ
う
K
進
め
て
も
い
い
ん

だ
、
と
い
う
と
と
は
入
b
得
る

1
1完
成
は
し
念
h
p

け
ε
λ
b得
る
と
い
う

と
と
に
念
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
‘
、
そ
の
点
は
今
接
請
負
業
者
等
と

話
し
合
い
を
進
め
て
、
両
者
の
一
致
点
か
ら
λ
学
、
開
校
に
差
し
支
え
ま
い

主員
J

念
方
向
で
今
後
話
を
つ
め
て
柿
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
の
点
に
つ
い

て
は
か
念
・
9
明
る
い
見
方
が
出
る
も
の
と
私
位
確
信
し
て
h
v
h
y
ま
す
@
一

。
九
番
(
松
下
正
己
君
〉

h
ま
の
御
答
弁
で
す
と
、
非
常
に
明
る
い
希
望
が

あ
る
と
い
う
よ
う
念
争
話
で
す
け
れ
ど
も
、
父
兄
と
し
て
は
教
育
長
さ
ん
や

教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
@
説
明
K
対
し
て
、
あ
る
寝
産
の
納
得
の
ゆ
で
統
合

K
費
意
を
示
し
て
ま
い
h
y
ま
し
た
。
し
か
し
五
丹
十
日
と
い
う
と
と
が
印
輔

さ
れ
ま
す
と
、
父
兎
K
つ
い
て
は
説
明
会
の
発
奮
内
容
と
い
ラ
も
の
を
E
C

主
ラ
V

料
理
解
し
て
£
い
か
と
い
う
ふ
う
に
疑
義
を
感
ず
る
ん
で
は
念
h
か
と

患
い
さ
す
が
、
/
説
明
会
K
多
加
し
た
父
兄
に
対
し
て
は
ど
の
主
う
を
形
で
、

と
れ
を
広
報
忙
韓
せ
る
か
ど
ラ
か
、
そ
の
点
を
ひ
と
つ
御
説
明
顕
い
え
h
L
L

思
い
ま
す
。

。
教
育
長
〈
安
困
豊
作
君
)
統
合
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
細
か
い
話
し
合
い
を

地
区
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
父
兄
K
対
し
て
委
員
会
の
ほ
う
と
し
て
は
進
め

る
つ
も
h
y
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。
そ
れ
で
じ
か

K
父
兄
や
地
区
の
皆
さ
ん
に
理
解

で
き
る
主
A
J
念
説
明
会
を
開
い
て
い
〈
考
え
で

hgbま
す
・

。
九
番
(
松
下
正
己
君
〉
納
得
の
い

f
説
明
会
を
数
多
〈
開
〈
と
と
を
婆
議

、
し
さ
し
て
、
終
b
ま
す
。

。
二
三
番
(
菊
井
敏
一
得
君
)

い
ま
す
。

契
約
の
相
手
方
に
つ
い
て
b
尋
ね
し
た
い
と
思

鹿
島
建
設
鎌
式
会
社
常
務
取
締
役
、
建
築
家
・
部
長
と
い
ラ
と
と
に
象
っ
て

h
f
b
y
ま
す
。
少
傘
〈
と
も
公
共
団
体
で
あ
る
以
上
、
相
手
方
の
拭
表
権
@
傘

い
入
と
の
契
約
、
と
れ
は
い
い
も
の
か
。
少
な
ぐ
と
も
代
表
取
締
役
と
か
取

締
設
社
長
と
い
一
歩
形
が
本
当
だ
と
患
い
を
す
e
鹿
島
建
設
の
一
個
人
と
い
う

主
う
念
感
じ
も
す
る
一
ん
で
す
が
、
と
の
点
は
ど
う
か
。

。
総
務
部
長
(
鈴
木
弘
遵
若
一
}
と
と
に
併
記
し
て
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

E
も、

役
員
で
ど
ざ
い
さ
す
が
、
建
築
本
部
長
と
い
ラ
と
と
で
契
約
の
相
手
方
と
し

て
適
正
と
思
い
ま
す
。
会
社
の
舟
部
の
関
孫
で
、
契
約
@
栢
手
方
と
し
て
で

き
る
と
い
う
と
と
を
磁
寵
し
て
ど
ぎ
杭
ま
す
』

。
一
一
一
二
番
〈
菊
井
敏
博
君
》
鹿
島
建
設
の
中
で
は
、
聾
す
る

K
撞
集
本
部
長

で
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ

E
も
対
も
じ
何
か
る
っ
た
場
合
K
、
会
社
の

代
表
者
で
念
い
相
場
合
、
会
社
が
糞
任
を
持
っ
と
h
a
J権
利
が
出
て
〈
る
ん
で

す
か
、
一
般
的
v
h
e

鹿
島
建
設
が
い
か
に
世
界
の
鹿
島
か
、
日
本
の
鹿
轟
か

知
多
言
せ
ん
け
れ

E
‘
、
少
念
〈
と
も
代
表
取
節
設
と
い
う
方
と
の
取
歩
引

き
で
念
い
と
、
も
し
何
か
あ
っ
た
場
合

K
、
と
の
人
が
会
社
の
中
の
い
ろ
い

ろ
恋
派
閥
関
係
で
、
大
き
い
会
社
泣
す
ぐ
ぐ
ら
ぐ
ら
し
ち
ゃ
う
ん
で
、
代
表

権
の
念
い
人
の
場
合

κ話
し
合
い
が
で
き
る
屯
@
か
、
で
き
念
い
も
の
か
。

会
社
が
責
任
を
も
た
な
ぐ
て
も
h
い
も
の
か
@
そ
の
点
ち
ょ
っ
と
疑
問
K
感

ず
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
段
階
で
は
本
部
長
で
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
少
を
〈
と
も
公
共
自
体
が
契
約
す
る
場
合
夜
、
何
か
る
フ
先

場
合
v
h
、
と
の
人
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
場
合

K
持
た
念
〈
て
も
い
い
ん
で

は
念
い
か
、
代
表
権
念
い
ん
だ
か
ら
。
そ
ラ
い
う
契
約
が
は
た
し
て
い
い
か

E
う
か
疑
問
K
感
ず
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

O

総
務
部
長
(
鈴
木
弘
道
君
)
い
ま
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
再
度
確
露
し

て
b
答
え
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

ー-1U由



。
ニ
ゆ
番
〈
石
井
武
敏
君
〉
議
案
第
三
十
五
号
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
今
回
の

議
集
を
毘
ま
し
て
、
ζ
の
韓
案
の
中
で
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
会
社
、
そ

し
て
建
物
の
工
事
内
容
、
と
れ
を
見
ま
す
と
、
工
事
内
容
と
し
て
は
@
S
E

hv

ス
テ

lAK
よ
る
鉄
骨
耐
火
造
三
階
建
と
を
フ
て
会
h
p
ま
す
。

6
8
E
シ
ス

テ
&
と
い
う
の
は
い
さ
交
で
市
内
で
採
用
し
た
と
と
の
念
い
、
初
め
て
の
シ

ス
テ
ム
、
王
事
方
法
で
会
ろ
う
と
患
い
ま
す
が
、
そ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

取
h
y
入
れ
た
諮
問
景
を
説
明
願
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
殺
害
問
長
〈
安
田
豊
作
君
〉

G
S
E
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、

G
と
h
A
J
の

は
学
校
で
ど
ざ
い
ま
す
。
学
校
の
頭
文
字
で
ど
ざ
い
ま
す
。

g
は
施
設
で
ど

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
X
拡
建
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
学
校
施
設
建

設
V
ス
テ
み
の
略
号
宏
、
ζ
う
い
う
ふ
う
KAr
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
患
い

ま
す
。そ

う
い
う
タ
"
で
ア
ム
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
と
い
い
ま
す
-
と
、
文
部
省

の
外
郭
団
体
K
教
育
施
設
開
発
機
構
と
い
う
の
が
あ
タ
ま
す
。
と
れ
ば
文
部

省
の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
学
校
建
築
を

i
1い
ろ
い
ろ
条
件

s
bま
す
が
、

一
つ
は
亭
〈
建
て
た
い
、
要
す
る
に
首
都
簡
を
中
心
に
し
愛
し
て
学
校
を
急

遣
で
す
か
、
一
早
〈
た
〈
さ
ん
つ
〈
ら
宏
け
れ
ば
い
け
念
い
と
い
う
事
態
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
一
つ
は
早
ぐ
。
i

第
二
が
安
〈
で
ど
ざ
い
ま
す
。
安
〈
と
い

う
と
と
は
、
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
は
念
ぜ
て
戸
支
部
省
が

示
し
た
拳
単
単
価
で
建
築
し
て
い
ζ
、
そ
し
て
教
育
を
す
る
機
能
的
に
立
慌

念
も
の
、
し
か
も
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
よ
う
合
条
件
を
も
っ
て
と
の
会
が
研

究
を
し
ま
し
て
、

G
g
E
シ
ス
テ
4
と
い
ラ
之
う
念
も
の
の
成
案
が
で
き
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
各
鉄
鋼
と
か
、
そ
の
他
建
築
資
材
等
の
メ
ー
カ
ー
が

緩
識
さ
れ
て
か
る
と
い
う
と
と
や
、
そ
の
関
に
新
し
い
技
衡
が
導
入
さ
れ
え

・
と
い
う
よ
う
念
ζ
と
で
G

g
玄
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
ど

ざ
い
設
す
。

と
と
で
取
h
y
入
れ
る
と
と
K
念
っ
た
の
は
、
論
間
々
か
ら
ζ
@
揺
は
鱒
L

明
て
'

h
f
h
y
ま
し
た
け
れ
ぎ
も
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
が
新
し
い
高
等
学
校
の
建
集

は
一
昨
年
当
た
h
y
か
ち
全
部
ζ
の
S

S
玄
シ
ス
テ
ふ
を
取
h
J
z
n
事
吃
建
築
し

て
か

b
ま
す
。
し
た
が
っ
て
一
一
一
中
を
建
築
す
る
K
あ
た
っ
て
学
技
我
衰
の
何

人
か
、
そ
れ
か
ら
私
ど
も
教
育
委
員
会
@
事
務
に
掛
b
る
者
等
で
h
ろ
い
ろ

話
し
合
っ
て
ま
柄
h
y
を
し
た
が
、
具
体
樹
K
は
八
千
代
蒲
治
家
高
校
と
い
う

の
が
一
一
番
先

K
建
築
さ
れ
ま
し
た
の
で
凡
そ
の
学
校
を
伺
留
か
に
わ
た
っ
て

見
学
し
ま
し
て
、
校
長
、
事
務
長
の
話
を
縄
き
ま
し
た
。
ひ
と
ロ
で
奮
い
ま

す
と
患
い
と
と
る
が
念
い
、
す
べ
て
い
い
と
邑
ろ
づ
〈
め
、
ζ
4
y品
P

A

J

説
明

で
ど
ざ
い
告
示
し
た
。
そ
う
い
う
と
と
で
九
一
z
h
T
の
建
築
拡
中
学
統
合
&
柄
う

問
題
を
控
え
て
、
館
山
高
校
の
跡
地
夜
、
先
陣
砧
TEas御
答
弁
い
え
し
ま
し
た

よ
う

K
三
月
二
十
一

aま
で
に
、
全
員
入
学
と
い
う
よ
ラ
念
と
と
ろ
に
も
っ

て
い
〈
た
め
に
は
と
の
方
法
以
外
K
念
い
ξ

h
多
克
方
か
ら
、
と
の
G
S
E

シ
ス
テ
ム
を
取
・
9
入
れ
た
。
と
う
い
う
経
韓
が
ど
ざ
い
'
ま
す
。

。
ニ

O
番
(
石
井
武
敏
窓
〉
た
だ
い
ま
@
御
説
明
で
、

G
S
E
シ
ス
テ
ム
と

い
う
も
の
が
学
技
施
設
建
設
シ
ス
テ
ム
、
と
れ
が
文
部
省
の
外
郭
団
体
一
で
あ

る
教
育
施
設
開
発
機
構
が
で
き
て
研
究
を
始
め
た
と
い
う
の
が
も
と
の
よ
う

で
ど
ぎ
h
を
す
、
い
ま
の
説
明
で
い
き
を
す
と
。

と
@
教
育
施
設
開
発
機
構
と
h
う
も
の
は
い
つ
ど
ろ
で
き
た
も
の
で
、
い

ま
ま
で
そ
う
い
っ
た
学
校
教
育
舵
対
し
て
い
ろ
い
ろ
開
発
を
し
て
き
た
よ
う

K
説
明
で
は
受
け
取
れ
ま
す
が
、

E
Cょ
う
念
実
績
と
い
い
ま
す
か
、
も
の

を
や
っ
て
き
た
の
か
。
は
た
し
て
プ

ν
川
プ

l
i
e
s
z
γ
ス
テ
み
と
い
っ

て
も
組
み
立
て
式
の
よ
う
念
、
、
プ

ν
ハ
プ
の
よ
う
念
も
の
で
は
念
い
か
と
訟

は
感
ず
る
わ
付
念
ん
で
す
が
、
-
と
れ
が
本
当
に
い
い
の
か
ど
う
念
の
か
@
私
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拭
実
際
に
見
て
h
v
h
p
ま
せ
ん
の
で
、
そ
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん

l

が
、
し
か
し

教
脊
施
設
開
発
模
様
が
い
ま
ま
で
ど
の
よ
う
を
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
る
る

か
、
そ
し
て
施
設
で
あ
る
の
か
4

開
発
し
た
も
む
で
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る

の
か
、
そ
う
い
っ
た
と
と
を
b
開
き
い
た
し
た
い
と
患
い
を
す
司
令

そ
れ
か
ら
、
と
の
シ
ス
テ
ム
を
取
タ
入
れ
た
理
由
と
し
て
は
九
い
ま
一
一
一
点

h
f

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
。
一
つ
は
早
〈
つ
〈
る
と
い
う
と
と
。

こ
っ

g
kは
安
〈
つ
〈
る
と
い
う
と
と
。
三
つ
自
は
非
常
K
強
留
を
韓
輸
で

あ
る
と
い
う
と
と
。

ζ

う
い
う
よ
う
念
郵
説
明
で
あ
っ
え
わ
け
で
す
が
、
た

だ
い
ま
の
説
明
で
は
安

f
つ
〈
る
と
い
う
と
と
K
爵
し
4

ま
し
で
は
、
菌
で
定

め
た
館
一
格
で
で
き
る
と
い
ラ
ょ
う
K
説
明
が
る
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
霞
で

は
一
平
米
十
万
五
百
三
十
八
円
と
い
う
?
と
れ
が
国
男
定
め
て
い
る
価
格
で

ど
ざ
い
ま
す
。
は
た
し
て
そ
れ
で
ζ

の
建
築
が
で
き
る
の
か
ど
ラ
か
、
と
れ

を
榔
説
明
顕
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
教
育
長
(
安
田
豊
作
君
〉
教
育
施
設
開
発
機
構
の
正
し
い
経
過
舵
つ
い
て

拡
ち
ょ
っ
と
と

ζ
K資
料
ど
ざ
い
を
せ
ん
が
、
私
の
覚
え
て
い
る
範
囲
K
か

い
て
は
昭
和
盟
十
五
年
ど
ろ
ζ

の
機
構
の
結
成
の
動
き
が
あ
っ
た
と
患
い
ま

す
白
い
ま
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
の
建
築
変
調
ペ
え
上
で
、
今
度
は
新
し
い
技
術

を
導
入
し
た
ら
、
ど
う
い
う
と
を
で
い
ま
ま
で
の
学
校
機
能
が
十
分
発
揮
で

き
る
よ
う
念
学
校
が
で
き
る
か
と
い
う
と
と
で
研
究
し
て
進
ん
で
最
多
ま
す
。

と
の
中
心
に
念
っ
て
い
る
人
段
、
文
部
省
の
施
設
局

K
i
l助
成
謀
と
い
う

の
は
補
動
金
を
出
す
課
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
建
築
指
導
課
と
い
う

課
が
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
建
築
指
導
課
で
昭
和
四
十
五
年
ど
る
ず

っ
と
長
〈
課
長
を
し
て
沿
っ
た
人
が
諌
長
を
や
め
て
、
と
の
中
心
人
物
K
念

っ
て
栓
窟
曹
を
進
め
た
よ
う
K
記
脅
し
て
か
h
y
ま
す
。
そ
う
い
う
と
と
で
と
の

施
設
接
構
φ
仕
事
の
一
番
目
玉
忙
象
っ
た
の
が
G
S
笈

γ
ス
テ
ム
だ
、
と
う

い
う
と
と
だ
と
患
い
ま
す
。
そ
う
い
ラ
ζ
と
の
主
A
J
K
私
は
考
え
で
ゐ
予
を

す。
そ
れ
か
ら
、
第
二
点
。
文
相
海
省
@
基
準
単
舗
で
で
き
る
一
の
か
、

ζ
う
い
晶
J

と
と
で
ど
ざ
い
支
す
帯
、
と
れ
紘
基
準
単
舗
で
つ

f
る
と
い
ラ
と
を
を
一
つ

の
語
種
K
し
て
い
ま
す
か
ら
、
建
築
そ
む
も
の
拡
そ
れ
で
で
き
る
と
い
う
よ

う
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
結
構
だ
と
患
h
を
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
調
達
す

る
他
の
施
設
旅
つ
い
て
は
挙
輯
vh
上
載
せ
さ
れ
て
い
る
、
と
う
い
ラ
ふ
う
K

・・・・。

。
こ

O
番
〈
石
井
一
家
敏
君
V

一
と
@
G
S
E
シ
ス
テ
子
と
い
う
の
捻
下
高
等
学

技
は
つ
〈
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ
h
p
ま
L
免
。
説
明
の
や
で
絃
-
按

か
二
校
で
あ
っ
粂
主
A
J
V
作
思
拾
を
す
。
と
@
タ
ス
テ
ー
ム
を
い
ち
蹟
T
F
3
取
h
y
入

れ
る
と
い
う
ζ
圭
一
で
う

e
s
ま
シ
ス
テ
ホ
の
義
務
教
育
学
技
建
設
の
導
λ
と

い
う
と
と
は
、

1
2

館
山
市
が
先
倒
を

3
4る
よ
A
2
4
叫
感
じ
が

L
τ
質
問
す
る
わ

け
也
叫
ん
で
す
が
、
千
葉
県
で
は
義
務
教
脊
の
学
技
で
と
@
U
F
ス
テ
ム
で
つ
〈

っ
た
も
の
は
念
杭
と
患
ラ
が
、
金
国
的
に
見
て
ミ
の
鐘
設
ほ
ど
の
程
度
導
入

さ
れ
て
い
る
も
の
か
、
そ
の
点
を
費
関
し
定
加
わ
時
"
で
ど
ざ
い
ま
す
。

単
舗
の
点
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
盟
主
ホ

L
て
い
る
乏
の
一
平
米
十
万
五
百

三
十
八
男
、
そ
れ
を
宮
擦
に
し
て
一
い
る
と
い
ラ
之
一
主
マ
一
す
が
、
自
撰
主
し
て

い
る
の
は
わ
か
タ
ま
す
が
、
そ
れ
録
制
丹
の
そ
れ
畑
作
欝
す
る
他
の
施
設
は
含
ま

れ
念
い
と
い
aJ
説
明
が
あ
っ
た
わ
サ
で
す
け
れ
さ
も
、
そ
う
し
を
す
と
、
と

れ
K
入
ら
念
い
他
の
施
設
と
い
う
の
は
興
が
る
る
の
か
。
い
ま
襲
副
"
の
中
綻

あ
h
y
ま
し
た
そ
れ
w
私
闘
す
る
偽
@
施
設
を
含
め
る
と
相
当
基
準
額
を
S
1
バ

ー
す
る
し
、
吉
岡
い
も
の

K
つ
い
て
し
ま
う
ん
で
は
念
い
か
。
と
れ
で
は
何
の

た
め

K
国
の
単
価
を
碁
滋
-K
し
て
や
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
の
で
九

そ
@
へ
ん
を
ひ
と
つ
御
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
患
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
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。
教
育
長
〈
安
回
豊
作
君
〉
い
ま
ま
で
に
建
築
し
て
い
る
学
校
と
い
う
の
は
、

い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
八
千
代
の
東
高
校
の
ほ
か
に

l
!と
の
と
き
一
一
一
絞
っ

〈
っ
て

b
bま
す
。
毎
年
一
一
一
枚
程
度
千
葉
泉
で
は
つ
〈
っ
て
歩
り
ま
す
の
で
、

本
年
建
築
を
終
る
と

lsζ
と
し
も
三
校
つ
〈
る
そ
う
で
す
か
ら
、
九
校
ぐ

ら
h
つ
〈
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
義
務
教
育
の
学
校
を
つ
〈
っ
て
念
い
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
が

話
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
と
の
点
は
千
葉
県
で
は
旭
市
が
つ
〈
っ
た
と
い
う
と

と
を
聞
い
て
b
h
p
ま
す
が
、
ま
だ
見
て
か
h
y
ま
せ
'
仰
の
で
:
:
。

そ
れ
か
ら
、
全
間
的
と
い
い
を
し
て
も
、

G

S
ま
シ
ス
テ
ム
は
大
体
首
都

圏
を
や
心

K
考
え
ら
れ
て

b
bま
す
の
で
、
九
州
と
か
東
北
と
か
そ
う
h
う

と
と
ろ

K
は
ま
だ
と
の
考
え
方
拡
普
及
し
て
念
い
ん
で
は
を
い
か
と
い
う
ふ

う
を
と
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
情
報
を
得
て

h
v
b
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
建
築
以
外
の
も
の
と
い
い
ま
す
と
、
一
勉
盤
な
ん
か

が
違
い
を
す
か
ら
、
〈
い
打
ち
と
か
、
あ
る
い
は
浄
化
槽
、
そ
う
い
う
点
は

そ
の
学
校
あ
る
い
は
そ
り
地
域
の
状
況
夜
主
h
y
を
す
の
で
1
6
S
E
γ
ヌ
テ

ム
の
計
磁
の
中
に
は
一
入
ら
ゑ
初
先
じ
ゃ
念
い
か
と
患
い
ま
す
。
一

。
こ

O
喬
(
石
井
武
敏
君
)
¥
と
の
G
S
E
シ
ス
テ
ム
で
建
設
で
き
る
グ
ル
ー

プ
と
い
う
の
は
圏
内
に
幾
つ
あ
る
ん
で

L
ょ
う
か
。
非
常
に
大
手
、
の
採
用
を

し
て
い
〈
と
い
う
と
と
は
、
地
元
が
潤
う
と
い
う

i
ー
と
れ
は
別
の
観
点
、

学
校
教
育
と
は
関
係
な
い
で
す
が
、
地
元
が
潤
ラ
と
い
う
そ
う
h
ラ
点
か
ら

見
ま
す
と
、
一
鹿
島
建
設
の

τ請
け
の
ま
た
下
請
け
は
回
つ
て
〈
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
荷
か
そ
の
へ
ん
の
、
も
っ
と
地
元
を
優
先
し
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
感
じ
も
す
る
の
で
御
質
問
由
申
し
上
げ
る
ん
で
す
が
、
句

。S
E
の
グ
ル
ー
プ
は
現
在
幾
つ
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
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。
教
育
長
〈
安
回
豊
作
君
〉

G
S
ま
と
い
う
の
は
、
い
ま
に
念
る
と
簡
有
名

詞
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
高
構
造
建
築
、
東
京
あ
た
h
p
v
h
い
け
ば
鉄

管
を
組
ん
で
ど
ん
ど
ん
高
層
建
築
を
つ
〈
っ
て
い
き
ま
す
、
あ
-
の
方
法
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
い
を
の
鉄
筋
構
造
の
建
築
の
次
に

〈
る
の
は
全
部
あ
の
建
物

K
な
る
ん
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
よ
う
念
と
と
も
換

の
専
門
家
は
私
た
ち
に
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

G
S
E
N
F
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
申
し
上
げ
ま
し
た
教
育
施
設
韓

設
機
構
で
第
一
闘
の
方
法
と
し
て
、
ロ
ン
h
F
l
h
と
い
い
ま
す
か
、
最
も
い

い
建
築
方
式
と
h
う
も
の
を
募
集
し
た
主
う
で
す
。
そ
の
合
格
者
が
、
サ
ブ

シ
ス
テ
ム
企
業
と
し
て
と
と

K
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
丸
社
で
ど
ざ
h
ま
す
。

必
ず
し
も
と
の
九
社
K
隈
ら
念
い
一
で
、
そ
の
僚
か
の
企
業
が
や
は
h
y
u
v

ス
テ

ム
を
卸
臨
ん
で
建
築
を
進
め
て
い
る
と
い
ラ
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。
現
実
K
千

世

策
の
方
面
で
そ
う
い
ラ
シ
X

テ
ム
に
よ
る
盤
集
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
向

。
ニ

O
番
〈
石
井
徐
敏
君
)

ζ

の
契
約
@
指
名
議
争
入
札
K
多
却
し
た

e
g
m
-

区
グ
ル
ー
プ
は
何
社
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
一
か
ら
地
元
@
業
者
の
趨

用
と
い
う
簡
に
つ
い
て

E
C
エ
う
に
考
え
て
か
h
y
を
す
か
。
そ
の
点
に
つ
い

て
最
稜
k
b
開
か
せ
顧
い
た
い
と
患
い
ま
す
ι

。
総
務
部
長
〈
鈴
木
弘
道
君
)
一
一
一
一
中
の
一
一
指
名
乗
者
宅
ど
ざ
い
占
ま
す
け
れ
ど
も
、

地
元
の
大
手
の
建
綾
業
者
五
社

E
1富
士
土
建
、
袋
井
建
設
1

石
井
工
務
底
、

計
工
務
底
、
護
辺
建
設
、
そ
れ
K
市
外
業
者
五
社
l
j
飛
島
、
青
木
、
清
水
、

一
一
一
菱
、
鹿
島
建
設
、
以
土
十
社
で
ど
ぎ
い
ま
し
た
。

s

そ
れ
を
、
先
程
一

ε答
弁
を
保
留
い
た
し
ま
し
た
件
J

に
つ
き
ま
し
て
、
入
札

と
契
約
の
締
結
、
工
事
施
行
並
び

K
工
事
代
金
の
請
求
等
に
つ
き
ま
し
て
、

箆
禽
建
設
株
式
会
社
の
取
諦
役
社
長
か
ら
常
務
数
締
設
建
築
本
部
長
に
つ
き

を
し
て
委
任
さ

h
て
会
h
y
を
し
て
、
委
笹
状
も
添
付
さ
れ
て
hv
タ
ま
す
P



ハ
「
地
元
業
者
の
導
入
K
関
し
占
ま
し
て
」
と
呼
ぶ
者
会
h

y

)

ζ

A

J

h

a

ノ
形
に
念
っ
て
契
約
加
料
品
納
得
し
た
と
思
う
ん
で
す
・
ζ

れ
が
え
と
え

O
総
務
部
長
〈
鈴
木
弘
道
君
〉
地
元
の
業
者
K
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
の
規
ば
富
士
土
建
の
常
務
取
締
投
撞
策
本
務
長
と
い
う
場
合
だ
と
鎗
山
市
で
は
た

模
等
K
よ
タ
ま
し
て
、
一
応
市
内
の
&
タ
ラ
ス
の
業
者
で
ど
ざ
い
設
す
け
れ
し
て
契
約
を
し
た
か
E
a
J
か
と
い
う
と
と
で
援
問
を
感
ず
る
わ
け
で
す
ιJ
少

ど
も
、
五
社
指
名
競
争
入
札
に
は
参
加
さ
せ
て
お

b
ま
す
。
念
〈
と
も
代
表
取
締
役
、
取
締
役
社
長
と
い
う
よ
う
念
形
の
中
で
取
引
す
る

o
ニO
番
(
石
井
武
敏
君
)
質
疑
の
時
間
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
て
h
F
h
p
を
す
の
で
の
が
本
来
@
姿
だ
と
患
う
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
計
工
務
庖
走
タ
富
士
土
建
@

と
と
で
打
ち
切
多
た
い
と
思
い
ま
す
が
:
:
。

4

l

常
務
取
締
設
趨
集
本
穆
長
と
い
う
彩
の
中
で
鎗
山
市
は
契
約
し
ま
す
か
。

地
元
の
業
者
五
社
を
入
れ
て

l
i・
形
の
土
で

λ
れ
て
あ
h
J
を
す
け
れ
ど
も
、
。
総
務
部
長
〈
鈴
木
弘
道
君
》
代
表
取
諦
設
か
ら
委
任
状
が
つ
い
て
い
る
限

と
れ
は
G
g
E
V
ス
テ
ム
を
採
用
し
よ
う
と
、
実
際
採
用
で
き
る
業
者
で
あ
タ
法
律
上
は
そ
ァ
の
受
任
者
に
す
べ
て
会
社
。
権
躍
が
委
任
さ
れ
て
い
る
わ
け

3

っ
た
か
ど
う
か
。
最
初
か
ら
G
S
E
を
採
用
す
る
つ
も
h
y
で
、
地
元
の
業
者
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
委
任
状
が
つ
い
て
い
る
隈
h
y
そ
の
受
任
者
L
C
契
約
す
る

を
指
名
競
争
入
札
の
と
き
だ
け
加
λ
さ
せ
た
よ
う

K
考
え
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
と
と
に
を
ろ
う
か
と
患
い
を
す
.

7

二一
i

そ
の
へ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一

t
e
O
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
》
念
の
た
め
に
磁
認
し
て
hv
き
ま
す
が
、
た
と
え

。
市
長
《
半
沢
良
一
君
)
御
質
問
の
趣
旨
が
、

G
S
E
工
法
を
採
用
す
る
)
と
ほ
ど
ん
老
会
社
で
も
市
役
所
と
契
約
す
る
場
合
舵
社
長
の
委
任
状
が
あ
れ
ば
、
幅

と
に
よ
っ
て
地
売
の
業
者
が
実
質
的
K
は
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
る
ん
で
は
常
務
だ
ろ
う
が
、
営
業
部
長
だ
ろ
う
が
、
鎗
山
市
依
契
約
す
る
わ
け
で
す
ね
。
叫

念
い
か
と
い
う
よ
う
な
御
質
問
の
よ
う
K
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
抑
晶
J

O

総
務
穆
長
ハ
鈴
木
弘
通
君
〉
そ
う
い
う
ζ
L
L
K
な
h
y
-
-
す

。

唱

と
と
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
で
、

G
S
E
と
い
う
一
つ
の
工
法
で
ど
ざ
い
ま
ナ
の

O

議
長
ハ
石
井
正
君
)
他
に
御
質
援
ど
ざ
い
言
せ
ん
か
・

i
i御
質
疑
念

で
、
地
元
の
業
者
で
も
十
分
や
h
y
得
る
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
し
、
ま
た
土
地
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
b
ま
す
ι

の
業
者
に
個
人
的
に
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
す
で
に
県
で
と
う
い
う
O
B
E

工
法
K
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
て
い
る
と
い
う
話
も
ど
ざ

h
を
し
た
。
決
し

て
御
質
問
の
趣
旨
の
よ
う
な
と
と
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

。一
4
曾
〈
神
田
守
陵
君
〉
三
中
を
鹿
島
建
設
が

1
1入
札
の
回
数
と
そ
の
各

国
の
最
低
は
鹿
島
建
設
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

K
つ
い
て
。

。
総
務
部
長
〈
鈴
木
弘
道
君
〉
入
札
回
数
は
三
国
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
い
ず

れ
も
鹿
島
建
設
が
最
低
価
格
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
二
一
F

一
番
〈
菊
井
敏
博
君
〉
先
ほ
ど
の
、
委
任
と
い
う
形
で
了
解
は
い
た
し

設
す
が
、
鹿
島
建
設
と
い
う
大
き
念
組
続
体
で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
(
石
井
正
君
v

b

諮

b
い
え
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ
・
9
ま
せ
ん
か
0

・-
4

一色

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
白
ま
っ
て
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

討

論

-、.， 

. 
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。
議
長
(
石
井
正
君
〉
と
れ
エ
タ
討
論
を
行
い
ま
す
・

。
一
番
(
神
田
守
降
君
〉
三
中
の
建
設
問
題
K
つ
い
て
で
す
け
れ
ど
も
、
ゎ

が
党
の
渡
辺
軍
治
郎
前
議
員
よ
・
夕
、
わ
が
党
は
銭
高
跡
地
の
問
題
に
つ
い
て
、

館
山
市
の
中
心
に
残
さ
れ
た
貴
重
念
公
共
用
地
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
の
百

年
の
計
と
し
て
そ
の
利
用
K
つ
い
て
は
市
民
の
声
を
開
き
、
十
分
K
時
期
を

か
け
ず
丸
、
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
、
市
民
の
声
と
し
て
は
公
共
註
車
場
、
あ

る
い
は
公
民
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
念
要
求
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の

点
で
市
の
当
局
が
統
合
中
学
用
地
と
し
て
決
定
し
て
い
タ
た
そ
の
経
緯
は
、

市
民
の
声
を
無
視
し
た
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
を
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
P

丹

市
の
当
局
の
や
夕
方
は
、
館
高
跡
地
が
統
合
中
学
舵
使
え
る
と
い
う
と
と

で
、
広
〈
市
民
K
そ
の
刺
用
。
検
討
を
す
る
と
い
う
態
度
で
は
な
〈
、
t

全
〈

便
宜
主
義
的
念
態
度
で
あ
る
と
の
批
判
を
免
れ
ま
い
と
息
い
ま
す
。
現
に
、

帯
当
局
自
身
作
製
し
た
館
山
市
の
根
幹
事
業
計
蔚
K
た
い
て
も
、
中
学
の
統

合
計
麗
は
五
十
四
年
度
か
ら
r

五
十
六
年
度
の
計
硲
で
あ
b
、
五
十
四
年
度
は

設
計
、
地
質
調
査
と
さ
れ
て
い
て
、
建
設
は
五
十
五
年
か
ら
五
十
六
年
の
事

業
と
さ
れ
て
h
f
b
ま
す
。
一
布
の
当
局
が
、
銭
高
心
跡
地
が
統
合
中
学
K
っ
か
え

る
と
い
う
と
と
で
や
み
〈
も

K
そ
れ
を
前
獲

K
L
て
中
学
の
統
合
を
進
め
、

教
員
の
剤
撲
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
h
y
ま

す
。
と
う
し
た
態
度
は
百
年
の
討
と
し
て
進
め
る
べ
き
鎗
高
跡
地
の
利
用
の

問
題
を
、
当
直
前
世
一
教
育
予
算
の
制
剛
被
礼
と
い
う
と
と
の
え
め

κ念
い
が
し
ろ

K

す
る
も
の
で
あ

b
、
と
う
し
た
市
当
局
の
憩
度
は
市
民
無
視
、
便
宜
主
義
の

布
教
と
い
う
と
と
で
、
批
判
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
左
が
ら
、

ζ
と
し
の
三
月
議
会
に
沿
い
て
は
、
わ
が
党
の
渡
辺
軍

治
郎
前
欝
員
が
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
学
校
の
統
合
、
コ
一
中
新
設

可

、
の
条
例
は
可
決
を
み
た
わ
け
で
あ
h
y
-
-
す
。
し
か
も
来
年
。
一
周
回
乃
花
は
開
校

す
る
わ
け
で
あ
h
y
ま
ナ
。
開
校
ま
で
に
は
さ
ら
K
通
学
問
題
念
ど
の
大
き
念

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
来
年
四
月
開
校
は
既
定
の
事
実
で
あ
・
9
、一

と
う
し
た
現
実
K
立
つ
と
さ
、
と
れ
ま
で
の
市
の
当
局
の
態
度
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
と
と
は
消
え
ぬ
と
と
が
ら
と
絃
蓄
え
A

と
の
契
約
@
承
留
を
菊
也
記

し
、
す
み
や
か

κ工
事
の
進
捗
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
K
考
え
を

す・以
上
で
討
論
を
終
h
y
ま

す

。

~

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
他
K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1討
論
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
h
y
ま
す
。

採

決

J 

畑 .. +5-岬

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
と
れ
よ
タ
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
突
を
原
案
ど
h
f
h
y
可
決
す
る
と
と
K
御
異
議
4
e
bま
せ
ん
か
・

〈
「
異
議
恋
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
御
異
議
念
し
と
留
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案

の
と
h
v
h
F
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

疑

応

v 質

答

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
次
、
議
案
第
一
一
一
十
六
号
工
事
諦
負
契
豹
の
蹄
結
K

つ
い
て
御
賞
議
を
頼
い
ま
す
。

。
一
八
番
(
流
出
療
法
郎
君
〉
一
一
一
十
六
号
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
K
つ
い

て
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
指
名
競
争
入
札
舵
h
f

い
て
落
札
に
至
ら
念
か
っ
た
、

一
億
一
千
三
百
喝
十
万
を
も
っ
て
髄
意
契
約
を
し
た
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い

ま
す
け
れ
古
も
、
一
一
億
一
千
三
百
七
十
万
と
い
う
の
は
契
約
時
の
敷
札
@
績



_. 

た
よ
う
K
予
定
調
格
と
の
差
が
b
ず
か
で
ど
ざ
い
ま
し
た
6
で
、
一
再
度
揖
争

入
札
と
い
う
よ
う
念
方
法
に
よ
ら
ず

K
最
器
業
者
か
ら
克
積
書
を
と
っ
て
契

約
を
い
た
し
た
、

ζ
う
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
o
-

そ
れ
と
-
一
ニ
函
え
札
h
p

え
し
ま
し
て
、
最
低
価
格
絃
渡
辺
聾
設
で
ど
ざ
い

ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
〉

し
と
認
め
ま
す
。

か
、
そ
れ
と
も
業
者
と
の
話
し
合
い
で
歩
み
寄
b
vれ
を
つ
支
改
正
し
た
融
か
、

hv
開
き
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
総
務
部
長
(
鈴
木
弘
道
君
)
務
古
の
市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
回

入
札
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
一
二
酉

g
c最
低
入
札
価
格
が
予

定
締
格
K
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
三
回

g
の
最
低
の

λ
札
価

格
を
提
示
い
た
し
ま
し
た
渡
辺
建
設
か
ら
昆
積
書
を
取
っ
て

J

、
と
の
よ
う
念

金
額
で
契
約
し
よ
う
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
-

O

一
八
番
(
流
出
源
次
郎
君
V

一
一
一
十
六
号
の
緯
を
見
主
す
と
、
市
の
ほ
う
で

敷
い
た
入
札
の
敷
札
と
い
う
伯
郡
と
、
実
際
に
工
事
を
請
負
っ
た
と
ζ

ろ
の
業

者
の
見
積
も
h
y
、
ぞ
と
に
差
額
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
世
間
で
言
わ

れ
て
診
る
と
と
ろ
の
業
者
に
何
か
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
か
。
説
明
で
き
る
績

で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
一
御
客
弁
顕
い
た
い
と
思
h

引
を
す
。

。
蕗
務
部
長
(
鈴
木
拡
道
君
)
ま
最
低
輔
格
と
予
定
価
格
と
の
差
が
わ
ず
か
で

ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
一
応
最
低
の
稲
格
を
提
示
い
え

L
ま
し
た
一
業
者
校
再

度
入
札
価
格
等
の
再
検
討
を
b
顕
い
し
て
見
積
書
を
出
し
て
も
ら
っ
て
契
約

し
た
の
が
今
回
の
議
案
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
一
番
(
神
罰
守
隆
君
〉
随
意
契
約
K
F
-
っ
た
と
い
う
と
と
で
す
が
、
再
入

札
と
い
う
と
と
は
念
ぜ
さ
れ
念
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
h
F

開
か
ぜ
顕
い

た
h
。
あ
る
し
"
は
指
名
業
者
を
か
え
る
と

J

い
う
と
と
も
当
然
考
え
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
渡
辺
建
設
で
す
か
、

ζ

と
が
艶
意
契
約
K
よ
る
前
K
入
札
を
三

国
さ
れ
て
い
る
と
患
い
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
入
札
k
b
け
る
各
最
低
の
入

札
の
憧
を
つ
け
ら
れ
た
の
は
渡
辺
建
設
で
す
か
。

。
総
務
部
受
〈
鈴
木
拡
道
君
)
ま
ず
第
一
点
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三

国
入
札
を
行
つ
先
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
も
hs
答
え
い
た
し
ま
し

他

κ一
郵
費
疑
ど
ざ
い
さ
せ
2
N
か

7
1郵
賓
援
念

委
員
会
付
託
C
省
略

。
議
長
〈
石
井
草
案
v

b

諮
h
9
L
P

え
L
ま
す
。

本
案
を
委
員
会
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
、
寵
ち
に
採
決
す
る
と
と
に
調

異
議
a
e
h
y
さ
せ
ん
か
。

リ
〈
「
目
黒
聾
ゑ
し
」

ξ
呼
ぶ
者
多
色
y
v

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
御
異
議
会
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
h
え
し

ま
し
た
?

採

一司師 16-抽

決

。
議
長
〈
右
井
正
君
》
と
れ
よ
タ
採
決
h
え
し
ま
す
@

本
案
を
原
案
ど
h
v
h
p
可
決
す
る

K
御
異
議
あ
・
9
ま
せ
ん
か
。

(
ノ
「
翼
議
ー
な
し
』
と
呼
ぶ
者
多
量
y
v

。
議
長
ハ
石
井
一
正
君
〉
侮
一
一
翼
藷
念
し
を
留
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
t

の
と
か
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質

。
議
長
門
石
井

正
君
〉

' 

疑

応

答

次
、
議
案
第
三
十
七
号
工
事
諦
負
契
約
の
穂
積
夜
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つ
い
て
御
質
療
を
顧
い
ま
す
。

。
一
番
《
神
田
守
隆
君
〉
い
ま
三
十
六
号
の
議
案
で
も
質
問
し
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
と
の
議
案
k
b
h
て
随
意
契
約
K
Z
っ
た
そ
の
理
由
。

そ
れ
と
、
各
入
札
K
か
け
る
最
低
価
格
を
さ
れ
た
の
は
や
は
h
y
計
工
務
庖

で
あ
る
の
か
.
ど
う
か
。

。
総
務
務
長
〈
鈴
木
弘
道
君
〉
ま
ず
第
一
点
の
陸
意
契
約
の
理
由
で
ど
ざ
い

を
す
け
れ
ど
も
、
や
拡
歩
一
一
一
回
呂
の
最
抵
で
入
札
し
た
価
格
と
予
定
価
格
と

の
差
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
。

ぞ
れ
か
ら
、
一
法
的
根
拠
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
方
自
治
法
施
行
令

の
第
官
六
十
七
条
の
こ
第
一
環
第
六
号

κ
「
競
争
入
札
K
付
し
入
札
者
が
念

h
と
き
‘
又
は
再
度
@
入
札
W

件
付
し
落
札
者
が
念
い
と
き
e

」
、
と
う
い
う

よ
う
ま
場
合
K
る
っ
て
は
随
意
契
約
が
で
き
る
と
い
う
根
拠
が
ど
ざ
い
ま
す

が
、
と
の
根
拠

K
基
づ
い
て
随
意
契
約
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
と
、
入
札
間
数
三
回
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
最
低
価
格
は
い
ず
れ
も
計

工
務
唐
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

。
議
長
(
石
井
/
正
君
)
偽
K
御
質
疑
ご
一
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
l御
質
展
念

じ
と
認
め
ま
す
。
主
っ
て
質
疑
を
終
一
歩
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
が
諮
h
y
い
え
し
ま
す
。

本
案
を
委
員
会
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
、
直
ち
K
採
決
す
る
と
と

K
御

異
議
る
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
タ
)

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し

ま
し
た
申

採

決

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
の
と
h
f
h
y
可
決
す
る
と
と

K
梅
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
攻
し
と
認
め
ま
す
@
よ
っ
て
本
案
は
原
案

の
と
h
s
h
p
可
決
さ
れ
・
ま
し
た
@

質

援一

応

答

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
次
、
議
案
第
三
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
K

つ
い
て
の
御
質
農
を
顧
い
ま
す
。

。
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)
逆
の
立
場
か
ら
hx
開
き
し
た
い
わ
け
で
す
が
、

と
の
入
札
は
何
回
や
h
p
ま
し
た
か
a

O

総
務
務
長
〈
鈴
木
弘
遭
君
〉
一
一
回
で
ご
ざ
い
き
ず
@
一

O

二
三
番
ハ
菊
井
敏
博
君
)
そ
う
す
る
と
、
議
会
だ
か
ら
い
い
と
思
う
ん
で

す
が
、
予
定
価
格
と
入
札
価
格
と
の
聞
き
は
ど
の
〈
ら
い
あ
h
y
ま
し
た
か
。

o
総
務
部
長
〈
鈴
木
弘
通
君
〉
予
定
価
洛
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

と
れ
ば
競
争
の
公
正
を
図
る
と
い
う
意
味
k
b
h
て
公
表
を
は
ば
か
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
予
定
価
格
と
入
札
傭
格
と
の
義
は
わ
ず
か
で
ど
ざ
い
ま

日 17世

す。
。
二
三
番
〈
菊
井
敏
博
君
)
大
体
、
単
位
で
教
え
て
〈
だ
さ
い
を
せ
ん
か
。

一
回
で
落
ち
る
場
合
K
は
、
相
当
念
金
額
の
差
が
あ
る
ん
じ
ゃ
念
い
か
と
思

う

ん

で

す

が

。

、

，

o
総
務
部
長
(
鈴
木
弘
通
君
〉
た
だ
い
ま
の
御
質
問
は
、
予
定
価
格
と
の
関

係
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
勘
弁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



、」

ぐー}
>>  

。
二
三
番
〈
菊
井
敏
博
震
)
了
解
。

。
七
番
(
古
賀
札
四
郎
君
〉
い
ま
ま
で
の
会
議
案
を
含
め
て
私
ち
孟
っ
と
質

疑
し
た
い
と
思
柄
ま
す
が
、
諸
物
債
の
宮
崎
勝
の
折
、
各
業
者
と
も
途
中
見
積

も
h
p
が
念
か
念
か
で
き
念
h
で
、
調
争
入
札
の
や
h
y
直
し
と
か
随
契
に
念
っ

て
き
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
色
、
他
の
府
県
で
途
中
で
最
近
だ
い
W

ぶ
工
事

契
約
に
つ
い
て
倒
盆
で
で
き
念
い
、
完
成
主
事
が
で
き
念
い
と
い
う
場
合
が

あ
h
p
ま
す
の
で
、
当
市
の
契
約
内
容
の
中
に
そ
う
い
う
場
合
を
考
え
て
の
速

帯
保
寵
人
と
か
、
契
約
条
項
と
い
う
も
の
が
は
っ
き
タ
し
て
h
る
の
か
ど
う

か
・
契
約
条
項
。
中
で
ど
う
h
タ
も

r

の
を
念
さ
っ
て
い
る
の
か
。
と
れ
を
若

苓
知
h
y
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。
♂

。
範
務
穏
長
ハ
鈴
木
弘
道
君
〉
一
応
請
負
業
者
と
は
建
設
工
事
請
負
契
約
書

と
h
a
J
も
@
を
結
ぶ
か
け
で
ど
ざ
H

別
言
し
て
、
と
の
契
約
の

i

内
容

K
つ
き
ま
-

し
て
は
建
設
省
で
ぞ
デ
ル
的
念
も
の
が
作
製
し
て
ど
ざ
い
ま
じ
て
、
全
国
@

「

地
方
公
共
団
体
含
め
て
大
体
と
の
緯
K
沿
っ
て
契
約
し
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ

い
を
す
@
工
事
完
成
保
証
人
の
項
目
も
ど
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
御
質
問
粍
る

・9
4
=
L
-
た
舗
絡
変
動
舵
つ
き
を
し
て
も
、
請
負
代
金
等
の
変
更
に
つ
uw
て
も

変
更
を
求
め
る
と
と
が
で
き
&
と
い
う
よ
う
念
一
環
も
ど
ざ
い
ま
す
。

。
議
長
(
石
井
一
正
君
)
他
K
御
質
農
あ
h
y
-
ま
せ
ん
か
。

i
i御
質
疑
念
し

と
竃
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
b
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
曹
長
〈
石
井
正
君
v
h，
薗
h
p
い
た
し
を
す
・

本
案
を
委
員
会
付
託
並
び
に
討
簡
を
省
略
、
直
ち
に
探
決
す
る
と
と
v
h
御

異
議
4
e
h
p
ま
せ
ん
か
・

〈
「
異
議
念
し
与
と
呼
ぶ
者
金
e
h
p
v• 1

3
 

E
r
a卜
hR'

正
君
)
-
梅
異
議
会
L
E
種
ゆ
ま
占
y
@
よ
A
J

て
決
定
い
え
し

、。
ま議
じ長
た 《
。石

採井

決

t 

。
議
長
〈
石
井
正
君
}
採
決
h
え
し
を
す
・

本
案
を
原
案
ど
h
p
h
p
可
決
す
る
ζ

と
に
脅
異
議
a
e
b
ま
せ
ん
か
@

ハ
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
占
e
h
F
M

。
議
長
z

(

石
井
正
君
〉
御
集
積
念
じ
と
麗
治
安
す
@
よ
っ
て
+
卒
業
怯
原
案

の
と
b
h
p
斑
換
さ
仇
ま
し
た
。

閉

会

午
前
十
二
時
二
十
四
分
調
会

. 

守
、旬

。
議
長
(
石
井
正
君
V

以
上
マ
本
臨
時
会
広
付
議
さ
れ
さ
し
た
案
件
は
譜

了
さ
れ
を
し
定
自
よ
っ
て
と
九
に
て
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
一
を
閉
会
い
え
し

ま
す
。

J

自

苧

L

E

-

-

e

。
本
自
の
会
韓
民
一
付
じ
た
事
件

J

て
会
議
録
署
名
議
員
の
猪
名

て
会
期
の
決
定

て
謹
集
第
三
十
三
号
乃
至
議
案
第
三
十
八
号

r. 
d 

{ 

ア喝;ゴ

唱す&-



地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
@
規
定

k
z
b署
名
す
る
。
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